
教員養成カリキュラム委員会の機能の充実・強化
⇒教職課程全体の企画・立案・実施、教職指導の充実、系統的な履修履歴の把握等

教
員
免
許
状
の
取
得
、
学
校
現
場
へ

大学１年次 大学４年次

２．教職実践演習（仮称）のイメージ
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最
終
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に
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教職課程

教

職

実

践

演

習

（
仮

称

）

教科に関する科目

教職に関する科目

インターンシップ、体験活動、
子どもとの触れ合いの機会 等

教職課程外での活動

（学生の資質能力の向上）

大学における組織的な指導体制
－教職課程を支える基盤整備－
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◇ 教職実践演習（仮称）の具体的展開例

（具体的な授業例）

○模擬授業の実施を通じて、教員としての
表現力や授業力、子どもの反応を活かし
た授業づくり、皆で協力して取り組む姿

勢を育む指導法等を身に付けて
いるか確認する。

教科等の専門知識

教科等の指導方法
授業を行う上での
基本的な表現力
（板書、話し方等）

子どもを一
つの集団と
してまとめて
いく手法

子どもの発達
や心身の状況、
学習の定着状
況の理解

学校現場
の視点

教職に関する科目の
担当教員

教職経験者

教職実践演習（仮称）

○役割演技や事例研究等を通じて、教員
組織における自己の役割や、校務運営の
重要性、保護者や地域との連携・協力の
重要性等を理解しているか確認する。

教科に関する科目の
担当教員

教員の使命や、子どもへの責任の理解

社会人としての
基本（挨拶、言
葉遣い、保護者
への対応等）

（注）上記で示した資質能力については、学校種や個々の学生の履修状況等に応じて、
特定の項目により重点を置いて授業を実施するなどの工夫が求められる。

課程認定大学の知見を総合的に
結集して授業を実施
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